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いも類の産出額（全国）
　ばれいしょ及びかんしょの作付面積が減少傾向で推移する中、ばれいしょにおいてポテ
トチップスやサラダ用等の加工食品向けに国産品を求める実需者二ーズが高まってきたこ
とや、かんしょにおいて焼き芋としての需要が堅調なことにより、平成30年以降、いも類
の産出額は増加傾向で推移してきた。
　令和３年は、前年に比べ12億円減少し、2,358億円（同0.5％減少）となった。
　これは、かんしょにおいて引き続き堅調な消費を背景に価格は高水準で推移したものの、
ばれいしょにおいて関東地方を中心に価格が低下したことから、概ね前年並みとなったも
のと考えられる。

※ 平成５年３月１７日に農林水産省大臣官房統計部から公表された資料から抜粋・編集している。詳細
は、同省のホームページ「統計情報」の以下のURLに掲載されている。  

　●令和３年農業総産出額及び生産農業所得（全国及び都道府県別の確報）  
　　https://www.maff .go.jp/j/tokei/kouhyou/nougyou_sansyutu/index.html#r
　●令和３年 市町村別農業産出額（推計）
　　https://www.maff .go.jp/j/tokei/kouhyou/sityoson_sansyutu/index.html

◆統計情報◆

令和３年 農業総産出額及び生産農業所得（全国）及び
市町村別農業産出額（推計）より ～いも類関係～
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1,369 13 1.5 721 184 148 34 27

994 17 1.1 331 188 118 83 50

396 40 0.4 153 124 22 21 13

324 47 0.4 45 39 29 23 23

130 69 0.1 129 0

76 85 0.1 71 2 1 1 0

3,289 3.7

－65－

いも類の産出額（市町村）
　農林業センサス結果等を活用した市町村別農業産出額の推計結果によれば、いも類部門
（かんしょ、ばれいしょ）における産出額の上位５市町村は、１位が茨城県鉾田市で153億
円、２位が千葉県成田市で90億円、以下、茨城県行方市86億円、千葉県香取市76億円、長
崎県雲仙市65億円となっている。

様々な「いも類」の産出額（全国・都道府県）
　産出額はばれいしょが1369億円で最も多く、以下、かんしょ994億円、やまのいも396億
円、さといも324億円、かんしょ切干130億円、こんにゃくいも76億円の順で、これらを合
せると3289億円、農業総産出額の3.7％を占めている。
　下表に種類別の産出額上位5道府県を示すが、ばれいしょは、北海道が１位、鹿児島県
が２位、長崎県が３位となっている。かんしょは、青果用の生産が多い茨城県が1位、千
葉県が２位で、加工原料用の生産が多い鹿児島県が３位となっている。やまのいもは、北
海道が１位、青森県が２位で、この２道県で７割を占めているのに対して、さといもは、
全国的に広く栽培されている。かんしょ切り干は茨城県、こんにゃくいもは群馬県の特産
となっており、それぞれの県が全国の産出額のほとんどを占めている。
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